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1.  平成26年3月期第2四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第2四半期 9,462 5.5 989 21.8 1,048 17.7 729 2.6
25年3月期第2四半期 8,967 △18.2 812 △36.9 890 △34.5 710 △6.4

（注）包括利益 26年3月期第2四半期 1,083百万円 （86.4％） 25年3月期第2四半期 581百万円 （△5.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第2四半期 36.70 ―
25年3月期第2四半期 35.89 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第2四半期 31,556 26,296 83.3 1,322.28
25年3月期 30,436 25,353 83.3 1,276.62
（参考） 自己資本   26年3月期第2四半期  26,296百万円 25年3月期  25,353百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 8.00 ― 8.00 16.00
26年3月期 ― 8.00
26年3月期（予想） ― 8.00 16.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,560 10.7 2,330 43.8 2,420 36.0 1,660 11.1 83.59



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 
 
※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信【添付資料】3ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。  

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期2Q 20,680,000 株 25年3月期 20,680,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期2Q 792,579 株 25年3月期 820,225 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期2Q 19,872,482 株 25年3月期2Q 19,798,429 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 
当第2四半期連結累計期間（平成25年4月1日～平成25年9月30日）におけるわが国経済は、昨年末の政

権交代後の株価回復、円安傾向継続による輸出の持ち直し、緊急経済対策の効果等により、一部では景

気回復の兆しが見られましたが、一方で、米国の債務上限問題の再燃、欧州経済の停滞や中国をはじめ

とする新興国経済の減速等の景気下振れリスクや、円安に伴う輸入物価上昇もあり、依然として本格的

な実体経済の回復までには至っていない状況が続いております。 

このような状況のもと、当社グループは、新製品や新規用途開発品を中心とした販売・生産数量の確

保・拡大、新規ユーザー開拓への尽力、タイ海外子会社における新製品の安定生産・販路拡大を目指す

とともに、価格競争力を増すための全社挙げての低コスト体質強化に努めてまいりました。その結果、

当第2四半期連結累計期間の当社グループ全体の売上高は、前年同四半期比495百万円5.5％増の9,462百

万円となり、利益面では、建材事業が順調に推移したこともあり、営業利益は前年同四半期比176百万

円21.8％増の989百万円、経常利益は前年同四半期比157百万円17.7％増の1,048百万円となりました。

しかしながら四半期純利益においては、前年同四半期に東京電力福島原子力発電所事故に伴う損害補償

金284百万円を特別利益に計上しましたが、当第2四半期間内では福島工場生産品売上の回復により、損

害補償金が152百万円と減少したため、前年同四半期比18百万円2.6％増の729百万円にとどまりました。 

 

セグメントの業績は、次のとおりとなります。 

[薬品事業] 

主力の薬品事業は、国内においては、納入先の複数購買化や生産拠点の海外シフトの影響等により数

量面では伸び悩み、海外においてはタイの海外子会社における新製品が動き出したものの本格化までは

至りませんでしたが、前年同期間に比しての非鉄金属相場上昇や円安による売価アップ、電池用薬品の

売上増等もあり、売上高は前年同四半期比220百万円2.9％増の7,768百万円となりました。利益面では、

海外子会社がパソコン関連需要の落ち込みや複数購買化・仕様変更等の影響により営業損失となりまし

たが、国内においては、従前から取り組んできた安価原料・リサイクル原料の活用・拡大による収益面

の改善、電池用薬品の採算改善等があり、営業利益は前年同四半期比33百万円5.4％増の664百万円とな

りました。 

[建材事業] 

住宅ローン減税等の政府の住宅購入支援策の継続や消費税増税前の駆け込み需要等により住宅着工

戸数が伸びたため、住宅建材を中心に堅調に推移し、売上高は、前年同四半期比274百万円19.4％増の

1,694 百万円となり、利益面でも、増収効果と徹底したコスト削減努力により営業利益が前年同四半期

比128百万円31.2％増の539百万円と順調に推移しました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第2四半期連結会計期間末における流動資産は、棚卸資産は減少したものの現金および預金が増加

したことにより、前連結会計年度末比367百万円増の20,101百万円となりました。また、固定資産は、

有形固定資産が前連結会計年度末比21百万円減の5,929百万円となりましたが、投資その他の資産にお

いて株価回復による投資有価証券が増加し前連結会計年度末比772百万円増の5,502百万円となったこ

とにより、全体では前連結会計年度末比752百万円増の11,455百万円となりました。この結果、総資産

は前連結会計年度末に比べ、1,120百万円増の31,556百万円となりました。一方、負債は、流動負債が

短期借入金の増加により、前連結会計年度末比82百万円増の4,368百万円となり、固定負債は前連結会

計年度末比 94 百万円増の 891 百万円となりました。また、純資産は利益剰余金の増加により前連結会

計年度末比943百万円増の26,296百万円となり、総資産もほぼ同じ増加率であったため、結果として、
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自己資本比率は前年度末と同様の83.3%となりました。 

 

（キャッシュ・フローについて） 

当第2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、営業活動による

キャッシュ・フローで1,156百万円増加、投資活動によるキャッシュ・フローで755百万円減少、財

務活動によるキャッシュ・フローで 57 百万円減少し、この結果、当第 2 四半期連結累計期間末は、

前連結会計年度末に比べ 386 百万円増加し、9,314 百万円となりました。また、前年同四半期比では

476百万円の増加となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第 2 四半期連結累計期間における営業活動による資金は、1,156 百万円の増加(前年同四半期は

1,366百万円の資金の増加)となりました。この主な要因は、法人税等の支払額409百万円、売上債権

の増加額 86 百万円があったものの、税金等調整前四半期純利益が 1,207 百万円、棚卸資産の減少額

116 百万円、減価償却費 378 百万円等に加え、その他として補償金の受取額 152 百万円により資金が

増加したことであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第2四半期連結累計期間における投資活動による資金は、755百万円の減少(前年同四半期は757

百万円の資金の減少)となりました。この主な要因は、定期預金の預入による純支出が 500 百万円、

有形固定資産の取得による支出が218百万円あったこと等であります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第 2 四半期連結累計期間における財務活動による資金は、57 百万円の減少(前年同四半期は 9 百

万円の資金の増加)となりました。この主な要因は、短期借入金の純増額が 98 百万円あったものの、

配当金の支払額が158百万円あったこと等であります。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

   平成 26年 3月期の連結業績予想につきましては、現在までのところ概ね当初予想の範囲内で推移して

いるため、平成25年 5月 10日公表の予想から変更いたしておりません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

   当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、 

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

(3) 会計処理の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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（4）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

   該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

   該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第 2四半期連結累計期間（自 平成 24 年 4月 1 日 至 平成 24 年 9 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  （単位千円：千円未満切り捨て) 

 
報告セグメント 

調 整 額 

(注)1 

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2 薬品事業 建材事業 計 

 
売上高 

 (1) 外部顧客に対する売上高             
 (2) セグメント間の内部売上高 
     又は振替高 

7,547,913

－

1,419,143

－

8,967,057

－

 

－ 

－ 

8,967,057

－

計 7,547,913 1,419,143 8,967,057 － 8,967,057

 セグメント利益 630,651 411,361 1,042,013 △229,965 812,047

（注） 1.セグメント利益の調整額△229,965 千円は、報告セグメントに帰属しない提出会社本社での総務部等管理部門に 

係る費用であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第 2四半期連結累計期間（自 平成 25 年 4月 1 日 至 平成 25 年 9 月 30 日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  （単位千円：千円未満切り捨て) 

 
報告セグメント 

調 整 額 

(注)1 

四半期連結損益

計算書計上額

(注)2 薬品事業 建材事業 計 

 
売上高 

 (1) 外部顧客に対する売上高             
 (2) セグメント間の内部売上高 
     又は振替高 

7,768,040

－

1,694,064

－

9,462,104

－

 

－ 

－ 

9,462,104

－

計 7,768,040 1,694,064 9,462,104 － 9,462,104

 セグメント利益 664,640 539,845 1,204,485 △215,442 989,043

（注） 1.セグメント利益の調整額△215,442 千円は、報告セグメントに帰属しない提出会社本社での総務部等管理部門に 

係る費用であります。 

2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

   該当事項はありません。 
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